第３次ツキノワグマ保護管理計画の概要

	計画策定の目的・計画期間等
	
	背景・趣旨

	○　客観的な根拠に基づく保護管理の実施

・ツキノワグマ地域個体群の　　　　
長期にわたる安定的な維持　　　　　　
・農業被害・人身被害の軽減

○　計画期間　　平成25年4月1日～平成29年3月31日

○　対象地域　　岩手県（国指定鳥獣保護区を除く。）
	
	① ツキノワグマの出没などによる人身被害
　農林被害などの軋轢の増加
② 正確な生息頭数の把握が困難
③ 個体数管理を担ってきた狩猟者の減少


	現　　状
	
	保護管理の目標
	
	保護管理の実施
	
	モニタリング等の実施

	生息状況

・生息分布（県内全域）

・生息頭数
北上高地：2,100頭
北奥羽：1,300頭
被害の状況

・農業被害

飼料作物、トウモロコシ
リンゴなど
4,738万円（Ｈ23）
・人身被害

　　18名（Ｈ23）
被害防除状況

・農業被害：防護柵、収穫残渣の適正管理等
・人身被害：住民等への周知徹底、広報紙やＨＰなどでの情報提供

	
	目　標

・地域個体群の維持

・被害の軽減

・棲み分け
目標達成のための施策の基本的考え方

(1)生息環境管理

　ゾーニングに基づく環境管理
(2)個体数管理

　狩猟が果たす役割の評価

(3)被害対策

　被害対策の実施

(4)モニタリング
　モニタリングのフィードバック
	
	(1)生息環境管理
・針広混交林への誘導、緑の回廊などの生息地の確保

・里山や耕作放棄地の整備など緩衝域の整備

・河畔林の伐採など市街地出没対策
(2)個体数管理
・管理年次の変更による狩猟自粛を行わない管理

・春季捕獲の一部実施

(3)被害対策の実施

・電気柵の設置、誘引物の除去などの取組促進
・刈払い等の環境整備
	
	(4)モニタリング

①　捕獲状況

捕獲報告の取りまとめによる捕獲状況の把握

②　被害状況

農業被害、人身被害状況の把握
③　生息状況
小規模ヘアトラップによる継続的な生息動向把握

④　繁殖状況

捕獲個体調査による繁殖状況の把握、餌状況の調査による出没の予測

⑤　放射性物質の状況

この他、保護管理計画の内容を周知するため、広報や学校教育を通じた普及啓発を行う。


                            （フィードバック）


【ツキノワグマ捕獲に当たっての基本的考え方】
１　原則として追払いの方法により対応する。
２　人への危害が発生もしくはその可能性が高い場合や、農業被害に対して捕獲以外に被害を防ぐ有効な手段がない場合は捕獲を認める。
３　親子連れの捕獲を行う場合でも原則として幼獣の捕殺は認めない。

別紙３





人とツキノワグマとの


適切な関係の構築









